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血管新生

チロシンキナーゼは細胞増殖因子の受容体である受容体型と非受容体型に分類されます。受容体型
チロシンキナーゼはリガンドである細胞増殖因子との結合により活性化され、自身のチロシン残基
が自己リン酸化を受けます。このリン酸化チロシン残基にSH2ドメインを有する蛋白質が結合する
ことにより、細胞増殖因子の情報が細胞内に伝達されます。この細胞内シグナル伝達系は細胞の
増殖・悪性化に直接的に関与していると考えられています。
本シリーズのモノクローナル抗体は、ウェスタンブロッティング、免疫沈降反応、
フローサイトメトリーでご使用になれる他、リガンド結合による自己リン酸化に対する中和活性を
確認できたものもあります。
※中和試験に使用される場合の抗体は特注扱いで調製を承ります。




